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「IDプ ロセ ス にみ るイメ ー ジ考 」

白 井 良 和

序

い ま工業 デザ イ ンの現場 には二つ の問題 が渦 まいている。それはテ クノロ ジーへ

の対応 とイメー ジに対 す るコン トロールの 問題 であ る。

この両者 と工業 デザ イ ンとの葛藤 の歴史 は古 く1900年 代 初頭 の機械(Machi-

ne)と 大衆(Mass)の 出 合 いに さかのぼ るが、 現 在で は当時の機械 はエ レク ト

ロニ クス を中心 と した ソフ ト技術 に、大衆 もまたマー ケテ ィングとい う戦 略 メソ

ッ ドに変 化 し、す でにデザ イ ンのか ・わ りあ う問題 は三次元 のモ ノで は な くな り

つつ あるの が現状 であ る。 これはデザ イ ンす る とい うこ とが過去 にみ られたモ ノ

の構造 や加工方法 の工夫 が造形 や機 能 をつ くりだす とい うい わゆるマ シン設計 を

指 すので はな く、産 業の両極(テ クノロジー&マ ー ケテ ィング)の ソフ ト ・ノー

ハ ウ を解 り易 くジ ョイ ン トさせ て現 実 に働 きの ある製 品ヘ プ ロ ッ トす る節づ くり

が重 要 な内容 なので ある。

現代 のテクノロジーは もはや社会のブラックボ ックスへ と位置 づ けられ、 われわ

れに最 も身近 なエ レク トロニ クス分野 の急進ぶ りもすでに人 間の尺度 を超 えようとし

てい る。 この よ うな技術 の世 界は ただ技術 の進 歩 のため に技術 が在 るといわれ る

よ うに技 術 だ けで は産 業社 会 での交換価値 は も ちえて いないので ある。 そ こで

工学技術 には製 品化 とい う方法で兌換性 を与 える必要 があ り、工 業デザ イ ンとい

う職能 が成立 す るの であ る。工業 デザ イ ンが産業社会 の なかで為 す一つ の行 ない
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は限 りな く進 む技術 の流 れの、 どの場 所 に、いつ、 どの よ うな理 由で もって杭

を立 てえ るか、 それが製 品化 デザ イ ンの始 ま りで もあるといえ る。

かつ て工 業製 品 が造形 の対 象 と して、 あるいは美 的性 質 につ いて議論 された

時代 があった。 かた ちは機械 に従 うもので 中味 が外観 にに じみ でて くることを

知 り、真 のデザ イ ンとはあ くまで うわべの ものでは な く}機 能 や技術 と密接 な

関係 にあ るのだ か ら技術面 の改良 をす ることす な わちデザ イ ンの進 歩 で あ り、

機能 の向上 が即 デザ イ ンの向上 にな る。 といった工 業 デザ イ ンの技術 との綜合

性 が語 られた時代 もあった。 しか し現 代の産業傘下 に於ける超技術 とのかかわ り

は その よ うな純 粋でモ ラ リステ ィ ックな状 況 はほ とん どみ られず、傍 若無 人 な

技術 の流 れ にた ・"杭を打 ちつづ けるあ りさまがデザイ ンの実体 であ ろ うかと思

う。 このよ うな杭 には一方的 な商 いのモ ノと して時系 列的 な しるしはつ けるこ

とが で きるが、技術 とデザ イ ンの永続 的 な綜合価値 といったもの を期侍 す るこ

とは構 造的 にい って無理 と考 えなければ な らない。製品 はデザ イ ンとい う杭 が

打 た れた時 か ら綜合性能 の陳腐 化 は始 まる。つ まり最先端技術 にある製 品 デザ

イ ンに於 け る美 的 な質や オ リジナ リテ ィといった ものは、製品 の綜 合価値 と し

て あるの では な く製 品の 中味(技 術)と は別 な ところに存在す るので あ る。

(注)同 じプロ ダク トデザイ ンの範 疇 にあるが、 メカの安定 した製 品(照 明 器

具 、家具 、工具 な ど)や メ カをもたな い製品(食 器、室 内装飾 品 な ど)は こ ・

でい う製 品に該当 しない。

も う一 つの現場 に渦 ま く問題 は イメー ジにか ・わるコ ン トロー ルの しかたで

ある。工業 デザ イ ンが左手 でテ クノロ ジーに触 れ るとす れば右 手で触 るの がマ

ーケ テ ィングで あ り、その輪 郭 をつ くってい るもの がイメー ジで ある。

最近 イメー ジとい うことばの氾濫 はす ざま しい か ぎりであ る。代表選 手 をあ

げれ ば企 業イメー ジ、商 品イ メー ジ、生活 イメー ジ、 イメー ジ戦略 な どイメー

ジとい うことばの ほ とん どはマー ケテ ィ ング用 語で あろ う。 この イメー ジは哲

学、心理学 、芸術 論 、工学 な ど学域 用語 と して用い られ るもの とは少 し種類 が
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違 うよ うに思 え る。 それはく思 い込み 、思 い込 ま し》 とい われ るア クテ ィブな

働 きによって人為的 につ くり出 され る力つ くのイ メー ジなの であ る。

この力 つ くイメー ジを語 る もの と して 目経広 告研究所 の八巻俊雄 氏の こ .とば

を借 りれば、企業 イ メー ジ操作 の時代 の なかで 「企 業 が小 さい と きは経営 者 が

企 業 を取 り巻 く人 に直接会 って説明 して歩 けば企 業 に対す るイ メマ ジはで きあ

がった。 しか し今 日の よ うな企 業 を取 り巻 く人 々が多 くなって しまえば、意図

的 に絶 えず企 業イメー ジ を操作 していか なければ、おか しなイ メー ジがで き上

って しま う」。

す なわ ちC・1や 広 告 の力 によって社 会 に於 け る企 業の ランクづ けす ら自由

に換 える ことがで きる時代 の到来 をい って いる。

製品 デザイ ンに関す るイメー ジ もこの企 業 イメー ジと同 じ種 類 に属 す るもの

で あろ う。 それは製品 デザイ ンの条件 の設定 がマーケテ ィング情 報 を起爆 剤 と

して推 し進 め られて いるか らで あ り、 そ うす るこ とが超 技術 に対抗 しうる工業

デザ イ ンの現 在通用す る確実 な方法 なので ある。 とは いえ工業 デザ イ ンにとっ

て イメー ジの操 作は始 まったば か りで まだまだ未 開発で あ り、 イメー ジとい う

ことばの意昧作 用の研究 も当然 で きて いないのが現 実のす がたで あろ う。 それ

は われわれの世界 にイメー ジとい うことばがあま りにも常 識語す ぎた からかも

しれない し、あ るいは美的感 覚 を中心 と したアーテ ィス ト的ニ ユーア ンスを職

能の ノーハ ウに して いたの かも しれ ない、少 なくともイメージをことばで説明す

る手続 きをいみ嫌 うこ とによって仲 間のアイデンティティをつ くって きたことは事

実 であ る。

そ の1齟

製 品化デザ イ ンプロセ スに於 て、実際 の ワー クに照らしあわせながらイメージ

とい うもの がどの よ うな出合 い をみせ どのよ うに影響 をお よぼ してい るの かを

考 えてみた い。
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製 品化 デザ イ'ンの手続 きは各社各様 で この方法 で なければ な5な い とい った

定 めは別 にない。 しか し作業 の密度 は違 って も情 報収 集(デ ー タ リング)・ 製

品企 画(プ ランニ ング)・ 基 本設計(デ ザ イン制作)・ 実施設 計への 引渡 し

(プ レゼ ンテー シ ョン)に よって構 成 されてい ることは確 かで あ る。 イメー ジ

とい うことば がこの4段 階 に さまざまなすがたで登場 して くるわけで あるが、

その イメージは 日常生活 に気軽 に使 われてい る 「た ・"なん とな く思 う、感 じる」

とい った フ ィー リング的 な表現 といった もの か ら細 か くデー タに よって うらず

け されて 反論 の余地 を残 さない もの まで あ り、 まるで イメー ジの スーパーマ ー

ケ ッ トであ る。 この よ うな あ らゆ る種 類の イ メー ジが混沌 とす る部 分で作業 す

■ デザ イ ンプ ロセ スに於 け る イ メー ジの 変換

(Fib-1)

るデザ イナ ーに か ・

わるイメージの出合い

い と作用 を追 ってみ

る。

(Fig-1)に 示

す デザ インプロセ ス

に於 け るイメー ジの

変換 は、製 品企 画 か

ら設計完 了 までの イ

メージの過 程 をモデ

ル化 した もの で ある。

ステー ジに示 す枠 は

流 れの段 階 で あ り、

収 集、分類 、選択 、

統合 、戦 略 と

い うのは、 イメー ジ

とい われ るもの に相
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当す る作業或 るいは イメージ を働 かせ て行 わな ければな らない行為の種類 を示

して いる。誰 が、 どの時点 で どんなイ メー ジに関係 し、何 をす るのか を図式化

した ものであ る。

このプ ロ グラム にそってイ メー ジの か ・わ りぐあい をみ ると、製 品企画 には

天下 り企画 とい うもの もあ るが、 日頃 の継続 業務 と して企画 に必要 と思 われ る

素 デ ー タは断片 的且つ一般情 報 と して常 にス トックされ てい る。 その主 な もの

を上 げ ると、(1)政 治 、経済 、文化 とい った社会背景 と しての動向。(2)市 場 、貿

易、流通 、消費者 といったマ ーケテ ィングに関 す る情 報。(3)自 社 の短期 、中期 、

長期 とい った経営計画 な ど。(4)製 造 、営業 、下 請関連会 社、販売 ルー トな ど実

行部 門の状 況。(5)競 合 メーカー も含 めた技術 、 ノーハ ウ、パ テ ン トなど シー ド

に関す る情報。⑥現市 場 に於 け る各社 商品の動 き、 かた ち、仕様 、デ ィテ ィル

などの把握 や ら、 そ ういった資料の種類 は多彩 である。

プ ラ ンナーは、 この よ うな各種 雑 多のデー タの中か らその時 の企 画 に必要 な

もの を都 度 ピックア ップ しな ければ ならない。彼 らは この膨 大 な資料 をこと細

かに覚 えてい るはず はな く、 コ ンピュータによ るイ ンデ ックス作業 はで きると

して も、デ ータの揃 えかたで影響 す る企画 の客観性 の ための判 断 な ど、彼 自身

のカ ンピュータにゆだね るこ とに なる。 それは彼 の職能人 と しての要領 で ある

と同時 に熟練者 としての イメー ジによる選択 なので あ る。

普 通大企業 な どにみ られ る商品企画 には、営 業企画 、製 造企画 、設計技術 、

デザ イ ンとい った直接 メ ンバ ー に加 えて、資材、特許 、調査、宣伝 、販促 とい

.った部 門 も必要 に応 じて参加 して くる。時 には経営者 や、外部 ブレー ンも加 わ

るこ とが ある。 それぞれの参加者 には、 それぞれの立場 が あり、 ほんね もたて

まえ も混 在す る、当然 な がら彼等 一人一人の人格 も知 識 も経験 も迫 力 も違 う。

さまざまなプロ アィル をもつ 人た ちが企 画 とい う将 来 予想 を方 向づけ結論 を導

こ うとい う説 得の場 は、 ま さしくイメー ジに よるイメー ジ構 築 の議 論で ある。

この抽象 かつ矛盾 にみ ちあふれた勝手 な言い分 を一つのス トー リーにまとめあ
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げ、一枚 の商品企画書 として完結 す る作 業 もまた担 当者の独善的 イメー ジで行

うよ りしかたが ないの であ る。

この よ うな手続 きを称 して加藤 秀俊氏 は 「情報行動」 の なかで次 の よ うにい

っ てい る。 「膨 大 な量 の情報 を大集積 す るにあたって われ われはひ とつ の便法

を考 えだ した。 それは実際 の世 界 に任 意の レッテル を貼 りつ けて 、その レ ッテ

ル によってもの ごとを判断 する方法 であ る……。

現実 が複雑で あれば あるだけその現実 を単純 なイメージに と りま とめ よ うと

い う努 力節約の原則 がはた らく、オ ルポ ー トらの古典的 な研究 がステ ロタイプ

(Stereotype)と 名 づ けるの は単純 化 され多 かれ少 なかれ歪み を もった イメー

ジの ことであ る。ステ ロタイプはひ とつ の省略法で あ るof

ま さ しくで きあがった一枚 の製 品企画 書は レ ッテル全集 なの であ ろ う。 しか

し、内容 の歪 み を承知 し、矯正 をも許 され る レッテルであ ればこ そ、次 のステ

ラプで あ る制作 に於 て解釈 の余地 タ残 され、意味 づけ次 第で如何 よ うに も具現

化 で きる とい うの が企画書本 来の姿 か も しれないが。

こ ういった段 階 のイメー ジの レベ ル をも し区分す るな らば、① 素情 報 と して

未 整理段 階の イメージ即 ち、 それはただ印象 とい う側 面 が強 く、 いわゆ る 「…

… な感 じ」 とい ういい方 に相 当す る。 だか らイ メー ジを抱 く側 の個人差 も大 き

く影響 し、合理 的 、客観的 な評価 とい うよ りは、 ど ちち か とい うと情緒 的 な判

断 を伴 っての漠然 とかた ちつ くられた印象 とい った ところで あろ うか。

また製 品企 画会議 や その周辺根 まわ しな どにみ られ る②事 業組織 の なかで使

われ る関係者発 言のス テー ジがあ る。 ここでは発言者 のか かわ る立場 や経験差

によ ってことばの重み は違 うが、すで にイ メー ジのなか に目的意識 がみ られ る

ので、 その印象 は連 想 をつ くりだ し連想 は印象 をよ り強 い ものに して ゆ くとい

った よ うに反復 増幅作用 をなす。例 えば 「…… ぽい」 とか 「…… 風」 な どの い

い方や、 た と え話 や 比 喩 は、 このイ メー ジの働 きを前提 と してい る。

次 にプ ランナー の レベル といえばよいの だろ うか ・③ 製品企 画の担 当者 と し
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ての意志 があ る程度加 味 されたイ メー ジの レベ ルがあ る0こ の段 階 にな るとイ

メー ジの内容 はや ・高度 にな り、想 像 の意味 に用い られ ること もあ る。 それは

現実 の知覚 も しくは記憶 の内容 をもとに して頭 の中 でつ く りあげ られた もので、

現実的 な対象 は欠 いて いるが、 考 え方 によっては現実をこと詳 らか に表現 してい

る。 た とえば 「日本橋 の店頭 で喧嘩 して勝 つTV」 や 「吠 える ラジオ」 な どの

こ とばは現実 にあ りえるす がた と して認 め ることは で きない が、 その短 いこと

ばの奥 には具体的 な情 景や ス トー リー性 が感 じられ る面 白 さを もって い る。 こ

の レベル におけ る表現 にはプロフ ェ ッショナ ルを自認 す る意識 が強 く働 いてい

るもの と考 え られ る。

この よ うな製 品企画 には こ とば によ るイ メー ジゲ ーム が横 行 す る。元来企 画

デザ インとい うものは未来の事 象 を現在 に具 現化す ることで あ るか ら過去 の延

長線上 で経験 をもとに して決 め られ る部分 と推 測の上 に可能性 を求め る部分 と

があ る。特 に製品企画 書 といった事始 めの徴 を意味す るもの には、 その次 のス

テ ップ までに リンクされる人 の能 力 によって拡 大解釈 され た り意 訳 された りす

るあい まい さを備 えもつ ことが生 来 なのか、い ずれにせ よ二片 の企 画書 はデザ

イ ン制作 にとって両刃の性 格 を有 して い るので ある。

そ の2

商 品企 画書 の平均的 な様 式 とその記載 内容 の一部を紹介 す る と、 まず企画機

種名 を書 く欄 があ り、 そ して型式 、価格 、総企 画台数 、月産 生産 台数、販売形

式 、生産 開始時期 、対 抗商品名… … スケ ジュー ルといった当然 の必要 項 目欄 が

ある。こ ・まで の記載 について は、その企 業の事業意志 を列記 す るだけで あ るか

ら何 らあいまいな表現 はない。

イ メー ジ とい うことばρ対象 となるのは 「企 画意図 、商品 のね らい、 デザ イ

ン方針」 な ど形容 詞群 が主役 にな る部分 で ある。 この内容 は企業 の機 密事項 な

の で全貌 をあかす ことはで きない が、約50数 枚 のサ ンプ ルの なかか ら多 い順 に
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紹介 す ると、1位 は 「○○ の次期 商品 、機 能強化 によ り、 シェ ア の拡 大 を計

る」 。2位 は 「○○ を対象 と した新規 開発 商品 、新 市場の開拓 をね らう」 。第

3位 「OOの 需 要増大 に対 して積極的 に対処 す る」6と いった よ うな もの で商

品企 画 のね らい とい うよ り新 聞や週刊紙 などの見出 し表現 に み られ るあ た りま

えの こ とが もっとも らしく体 裁 を整 えて い るにす ぎない ので あ る。

しか しこの レベ ルのイメー ジについ ては商品企 画書 を通 じて、 アウ トプ ッ ト

す る人 とインプ ッ トされ る人の関係 はす でに 日頃のつ きあいの なかで意志疎 通

がで き上がっており、お互 い に専門 的立場 の経験 に基づ いて判 断 され るい わば暗

号 に類 す るもの が作 用 して い る。

次 にデザ イ ン方針(デ ザ イ ンのね らい)の 項 で代表的 な もの をとり上 げ ると、

「小 型軽量 で新 しい イメージのデザ イ ン」 、 「新 しい都会派 感覚 のデザ イ ン」 、

「ヤ ング向 け、キ ュー トを思 わせ るデザ イン」、 「和室 、洋間 のいず れ にもマ

ッチす るデザ イ ンゴ 、 な どが あ り、お も しろい ところでは、 「Gマ ーク をね ら

った機能重視 の シ ンプルデザ イ ン」、 「おい しい ごはんの炊 け る感 じのデザ イ

ン」 な どが ある。

このなかでは 「新 しい」 とい う形容 詞 があっ と う的 に多いの が目立 つ、製 品

企 画 で あるか ら新 しい ことは 当然 で あるのに、 あえて新 しい とい う形 容詞 をな

ぜつ け るのだ ろ うか。新 しいとい うことばには、 その専 門分野 のあ らゆ るス タ

デ ィを踏 えたなかに発 見 される新 規 とい う意 味 もあ り、 ここで は決 してSF的

な30年 先 の 目新 らしさを望 んではい ない、新 しさの程度 や さ じかげ んを示 して

い ることばなので ある。 しか し何 が新 しいの か、 どうす るこ とが新 しいの か企

画 書 自体 は語 って くれない。それ を発見 す るの は次 のステ ツプであ るデザ イナ ー

の責 任範 囲だか らで ある。別 ないいかた をす れば、何 で もご 自由 に して くだ さ

い とい う意味 も含 むが、あ とで関係者 が それ をみて新 しい と思 わなかっ た らそ

れは新 しくない とい う結 果です よ とく ぎを さした内容 を もってい るので あ る。

また 「Gマ ー クが とれ るデザ イ ン」 とは何 か、Gマ ー クは機 能的且 つ シ ンプ
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ルで ないと選 定 されな いの か、 こうな るとこの ことば の意味 の解釈 は大へ んむ

ず か しくな る、Gマ ー クに選定 され ることが営業的 に効 果が あ り必ず と らなけ

れば な らないのか、或 いは記 入者 がGマ ー クにはグ レー トー ンの シンプルで健

康 的 とい われ るデザ イ ンの もの が多い から、 そんな先 入観 で ス タイルの イメー

ジを描 いたの か、 この ような場 合 には本人 に ことばの意図 を確 か めるの が安全

な方法 で あろ う。

「おい しい ごはんが炊 けるよ うな」 デザ イン、 これは新 しいとい う意味 に近

い レベ ルの表現 で ある。で き上がった造形のフ ィー リング に対 しての要 望 であ り、

新 しい とい うことば よ り具体性 をもってい るよ うにみ えるが 「吠 えるラ ジオ」

に似 た物語 と しての こ とばの遊 びと しての おも しろ さにす ぎない。

以上 の よ うなス トレー トに理 解 し難 いことばの表現 は、内容 その ものに意味

があ るケー スはあま り多 くな く、 この手続 きを契機 にデザ イ ンを開始 しようと

す るデ ィレクターに対 す る創造性喚起 の意志表示 で あって、一般 常識的 な知性

で翻訳 す るよ りもデザ イン経験 をもとに した独 断 と偏見 が応 々 に して正確 な答

を導 きだすこ とが多い。

そ の3

次 の段 階が一般 にデザ イ ンとい われ る制 作への アプローチ であ る。デザ イ ン

デ ィレクターは(Fib-1)の プ ロセ スで示 す よ うに一枚 の製品企 画書 を彼 な り

の個 性 で翻 訳 し、 デ ィレクターの意志 と して評価 、 そしてデザ イナー を して彼

の意志通 り制作 を実現 させ るべ くイメー ジのフ レー ムを指示 す るので あ る。 こ

の段 階で は年令や経験 の差 こそあれ、同 じデザイ ンの過程 で学び一応 同一経験 、

同一志 向構 造 の相 手 に対す るイメー ジ伝達 であ るか ら、前段 階 と比べ ると解 釈

のず れは極端 に少な くなる。 しか もこ とば によるイメージ以 外 に図形 や ラフス

ケ ッチや写真 などあ らゆ る具体的 手段 を使 っての表現 も可 能で あ り、 なれの間

柄 で話 を進 め ることがで きる。
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この段 階 を④知覚的共 通経験 をもとに した共感 の ステー ジと呼ぶ ことがで き

る。知覚 は自分 の過去 の経験 か らくる予想 や期待 や願望 といった もの を内的 に

反映 され るかた ちでその人の なか に構 築 された もので ある とい える。 この よ う

な構 築作 用、つ ま り知覚 の型 は我 々の内部 に蓄積 された過去 の知 覚的経験 を自

分 な りにまとめあげた もので あ るか ら、 お互 い にデザ イナー とい う職種 的共通

経験 から少な くともツーカー ともい える反応 が期待 で きるの であ る。 いわば共同

幻 想 を体験 した同種族 の コ ミニ ュケー シ ョンで ある。

このよ うなス テー ジをふ み なが らア イデ ア展 開 とい う創造行為 に入 って ゆ く

の だが、 この アイデアスケ ッチ も自分 だけ のため に解答 を見 つけ る作業 では な

い。抽 出 された アイデァがデ ィ レクター をは じめ仲 間た ちの評価 を受 け るいわ

ゆ るアイデアスケ ッチ検 討会 が節 として用意 されてい るので あ る。 ことば がか

た ちに変換 された数 あるスケ ッチ(同 じ条 件 にあって数十枚 数百枚 で き上 が る)

も造形 の み を表現 す るの では なく、当然 、構 造や機能条件 は フ ォロ ーされて い

なければ な らな い。

デザ イナー同志 がスケ ッチの表現(描 き方)に 対 して、 「かた ちは解 るけれ

どもイメー ジがで ていない」 とい う言い まわ しをよ くす る。芸術 論 な どでは か

た ちが しば しば内容 を規定 す るといわれ るが、実際 のプ ロセ スでは内容 や イメ

ー ジはかた ちと別 な ところに存 在す るようであ る。 も しスケ ッチテ クニ ックが

あれば、 見 る人 によってスケ ッチ以上 の イメー ジや内容 が拡 が ることも あ り、

また その逆 もあ りえるのであ る。

デザ イナーの描 い たスケ ッチが彼 の主張 す るイメー ジで ある とす れば⑤ その

一枚 一枚 の作 品が もの がた る私 的 な幻想 を評価者 をしてい かに共 同幻 想 の世 界

へ 引 き入 れ るか、 それはデザイ ンで しば しば いわれ る 「ち ょっ と新 しいイ メー

ジ」 の コ ン トロー ル技 術 なので ある。共同幻 想へ の誘導 は造型 の力 とい うよ り

もプ レゼ ンテー シ ョンの ア トモス フ、エア をつ くりだす周辺 の テクニ ックに左 右

され る場 合 が多い。
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.ス .ケ ッ.チ や モ ッ ク ア ッ プ を 囲 ん で 評 価 者 た ち は 再 度.イ メ ー ジ と い う こ と ば の

や り と り を 行 う 。 こ の 場 の イ メ ー ジ は 企 画 の 段 階 に み ら れ る 枠 を 超 え さ せ よ う

と 謀 る 意 味 は も た ず 、県 体 的 な も の を よ.り き..め 細 か く 補 正 す る 作 業 で あ る か ら 、

デ リ ケ7ト な さ じ か げ ん を 思 わ す 共 通 語 が 必 要 に な つ て く ζ 。 だ か ら工 業 デ ザ

イ ン と い う 限 ら れ た 分 野 の 人 左 ち だ け.に 解 る.専 用 的 用 語 や 仲 間 内 こ と ば が 語 ら

れ る こ と.に な っ て く る 。

(Fig-2)は 工 業 デ ザ イ ン の 、 し か も あ る 業 種 で 使 わ れ る イ メ ー ジ こ と ば を

'列 記 し た も の で .あ!る 。 こ の な か の ワ ー ズ を み て 同.じ デ ザ イ ナ ー 同 志 で も 分 野 、

(グ ラ フ ィ.ッ ク や イ ン テ リ ア な ど)が 異 な れ ば 違 っ た 解 釈 と 違 っ た 幻 影 が 描 か

(Fig-2)

贋IDの 中でよ くイメ弓ジに使われるワーズ(一 部分)
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れ るであ ろ う。特 に形容詞 にかたかな が多いの も工業 デザ イ ンことばの特徴 で

ある。

ワーズの表現 が端的 で あればあ るほ ど潜 在す る内容 の奥深 いこ とは先 にのべ

たが、 それは 「嘘」 の要素 の多い こと を意昧 す る。最近 女の子 が 日常会話 で 「

「うそ一 う」 と可 愛い ら しい表現 をす るが、「ま じ」 では な くて 「うそ一 う」 と

い うところにデザ イ ンに もっ とも好 ま しい理屈 を超 えた イメー ジの世 界 が存在

す るよ うであ る。

こ とばの嘘 につ いて池上 嘉彦 氏 「意 味の世 界」 をか りれば、新 しくで きたマ

ンシ ョンには いろいろな外 国語 がでて くる。「ハ イム」「カーサ」「パ ピ ヨン」「ヴ ィ

ラ」「レジデ ンス」「ア ビタシオ ン」「ドルフ」 など、 いま さら日常語 とな ったアパ

ー トとい う名称 はあ まり見栄 えは しない。 ある人 がマ ンシ ョンとい う名称 にひ

かれて実際 にはアパー トと呼 んで おいて も十分 な部屋 を契 約 した とい う話 があ

る。 この よ うな場 合、語の意昧 は語 に よって指 され るもの とは別の次元 に属 す

るとい う原則 に関係す る。 ここで い う語の意味 とは その語 をどの よ うな範囲 の

もの に対 して用 いるか とい うこと に関 しての社会 的 な きま りで ある。語 はその

意味 に従 って用 い られ るの が原則 で あって社会 的 なルールが なければ言語 は伝

達 の 手段 と して十分 な役割 を果 た し得 ない。本来 ならアパー トとい うべ きところ

をマ ンシ ョンと呼べ ば それは 「嘘」とよばれ る現 象として成 り立っ。が、人 間の言

葉 では語の意味 と指示物 が一 致 しないのは それほ ど珍 しい こ とで もない。 こ杉

は広 い意味 での 「嘘」の場合 で あるが、嘘 をつ くのは可能 であ るとい うこ とは

目の前 に存在 しないもの ごとにつ いて も伝達 を行 い うるとい うことで、 これは

人間 の言語 の一つの重要 な特 徴 で もある。……夏 み かんをサマ ーオ レン ジと呼

べ ば、夏 み かんのす っぱ さの ない甘 いみかん とい う感 じがす るか もしれをい。

現 にサマー オ レンジはす っぱ さを減 ら.しているとすれば、その名称 が適 用 されて

い る現実の対象 その もの が どうとい うことよ りも、む しろその名称 によ って一

つの虚 の世 界 を作 り出 した とい うこ とで あ り、 この虚 の世 界が現実 よ りもよい
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世 界で あれば それだけ好 都合 なわけで あ る。

氏の 説明 には少 し倫理 的 ニューアンスが感 じられないこ とは ない が、 「うそ一

う」 とい う範囲 の嘘 こそデザ イ ンとい う意 図 され た創造 であ り、 よ りイメー ジ

ア ップ を追 い求 め るデザ イナーの もっ とも大切 に しなければ な らない とこ ろな

ので ある。

そ の4

イ メー ジをあ らわす ことばは(Fig-2)の 羅 列 だけで も400語 以 上 あ り、実

際 のデザ イ ン業務 のな かで は多分1000語 を越 えるワーズがイ メー ジ語 と して使

われて いるであろ う。 わ れわれはこれ等 ワーズを組 合わせ て頭 の 中 に描 いたイ メ

ー ジを的確 に伝 えよ うとす るので あるが、 もともと各語 に内在す る意味 い わく

が あ りワーズの多発 は結果 として よ り混 乱 をおこす原 因 にもな りかね ない。例

えば 「ア メリカ」 とい うの か 「アメ リカ ン」 とい うかで描 くイ メー ジはずいぶ

ん違 いがで きて くる。E常 生活で はそれ ほ ど大 きな問題 で はない がデザ イ ンにか

かわ ることば の使 い方 とす れば とんで もない間違 い をひ きお こす。 「ア メ リカ」

は国 の情 景や国民 生活 など割合 客観 的 な状 態 を指 す が 「ア メ リカ ン」 はアメ

リカの形 容詞 では なくアメ リカンコー ヒーや ブランデーの水割 り風 イメージにフ

レー ムが くくられ て しま う。 どち らか とい うとTVのCMで み る画面 を強烈 に

連 想 し、若者 、 かっこいい、スマ ー トなどを感 じ、登場 す るキ ャラクター女性

や音楽 の与 える印象 が 日本 人の アメ リカ ンをつ くって しま うよ うで あ る。 これ

に対 して 「ア メ リカ」 の イメー ジは広 く多様 で ある。視 的想像 を前提 と して こ

とば を列 記す る と、ニ ュー ヨー クマ ンハ ッタン、ウ ェス トコー ス ト、フ リーウ

ェイ、 グラ ン ドキ ャニ オ ン、夜 の ブmド ウェイ、ハ ー レム、 ウェス タ ン、ホ

ワイ トハ ウス、陽 気 なフ ァミリー、サ ーフ ィ ン、 フ ッ トボー ル、ナサや スペ ー

ス シャ トルな どなど終 わ りな くあげることがで きる。 また これ等 を形容 詞的表現

でい うな らば、 自然一 人造 、広 大一過密 、大都会一 大田舎 、 自由一法律 など相
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反 す る状況 のすべて を包括 して いる。 この よ うに広 く意 味す ることば はイ メー

ジを伝達 す るデザ イ ン語 として用 い ることには まった く不適 当で ある。

デザ イナーが実際の ワー クの なかで形 容詞群 に出合 うと きあ らか じめ作 用 が

区分 して あると、 とま どい な く納得 す ることもで きる。 きれい、美 しい、新 し

い、売 れ そうな、セ ンスの よい…… とい った示唆性 をもたない形 容詞 はデザ イ

ンに とって人畜無害 な ことば群 であ る。 また ヨーロ ッパ調 、英 国風、 オー デ ィ

オ調…… とい うなん となく伝 えたい概 念 を示す レベ ルの もの もあ り。 エ クゼ ク

テ ィブ、ヘ ビーデューティ、ハ イテ ック、杢 調 とい ったイメー ジの方向 や範囲 を

規制 す る枠 をもった ことば があ る。 また造形 の評価 や修正 な どフ ィニ ッシュ用

語 としてつ かわれ ることば と して、 フラ ッ トな感 じ、 ザ ラザ ラ した、 リズ ミカ

ルに、 シルキーな… … な ど部 分的 な処理 の指 摘用語 もあ る。デザ イ ンに於 け る

形容 詞の活用 は言語 学的 な意味 作用 を理解 して とい うことで はな く、取 り扱 い

方法 を少 しで も整理 してお くことが混乱 をふせ ぐ手 だて になるか もしれ ない。

その よ うなあい まい さ を防止 す る機能 を求め て、 こ どば の誤 解 を補 うイ メ

ー ジコ ミュニ ケー シ ョンの実用 ツール と して イメー ジワー ズの視 覚化 を試み て

みた。 もちろん視 覚画面 は既 成の絵 や写真 な どを利 用 しての はな しで あ るが、

それ をス テイ ドに撮 り、一 つの形容詞 的 ワーズ に対 し10枚 以 上の視的 イ メー ジ

を具体化 す る方法 を採用 した。 その画面 は製 品、風 景1人 物 、パ ター ンな ど抽

象具象 の関係 な く撮 りま くり、総枚 数はす でに4000枚 にお よんでい る。 この ス

ライ ドをイメー ジコ ミュニケー ションの視的 メ ッセ ー ジとして必要 に応 じその

ステー ジのT:P .O.'に 合 わせ て編集 しすで に活用 の段 階 に入 って いるが、イ メ

ー ジの確 認や説 得 とい った範囲 での臨床結 果は当初 の予想 を上 まわ
った効 果 も

あ らわれ てい る。

(Fig-3)も ち ろん画面の選択 と編集 はデ ィ レクターや デザ イナーの独断

と偏見 にた よってい るが。

この方法 につ いて客 観 性 を問題 にす るな らば、 まず画像 質差 によ る影 響度合
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い であ るが、 これは雑誌 、 グラフ ィック

ス 、実写 な どソースが異 なるた めに迫 力

に違 いが生 じ、 また色調 が内容 を優先 し .

て 印象 づけ る場合 がお こる。 しか し一つ

の イメー ジことばに対 して必ず数枚 の画

像 を連写 す るので その格差 は薄 め られ る。

問題 はむ しろ画面 の ピックア ップに対す

る客観性 で あろ う。 も し4000枚 の ス ライ

ドの一枚 一枚 にイ メー ジ測定 が行 わ れフ

ァ クター スコアーが与 え られてい るとす

れば 目的 に応 じ誰 にで も簡単 に編集 で き

るか も しれないが、実際 は この活用 が結

果 と して出来上 ったデザ イ ンの イメージ

評 価では な く、 これか ら新 しい イメーヅ

を創 ろ うと、 それ を発展 的 に合 意 をと る

ための方法 で あるか ら、 む しろデ ィレ ク

ターや デザ イナーの創造的意 図が強引 に

でて いるほ うが、 目的 にか なって いる と

い えよ う。

この ス ライ ドによるイメー ジコ ミュニ

(Fib-3)イ メ ー ジ ツ ー ル

ケー シ ョンの方法 は実施 の回数 を重 ね るにつ れて級 数的 に精度 が上 っ てい くこ

とを経験 した。 それは ことば が自然 の通信 手段 としての形式 か らリテ ラ シー、

す なわ ち 「読み書 き」へ と発展 したよ うに、視覚 とい う分析 的 で総 合的 なのみ

こみ性 のよい生理 メカニズ ムの利用 が、特別 に熟練 した専門家 の領域 を越 えて、

共 に集団 学習 と して視的理 解技術の 向上 につ ながっ てゆ く結 果が 「イ メー ジコ

ミュニケー シ ョン」 の集積 された精度 となってゆ くので ある。
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最 後 に 工 業 デ ザ イ ン が 産 業 社 会 の な か で 、 テ ク ノ ロ ジ ー/マ ー ケ テ ィ ン グ

/ラ イ フ エ ン バ イ ロ メ ン ト を ジ ョ イ ン トす る作 業 は ま す ま す 高 度 化 し て ゆ く 。

職 能 を維 持 し将 来 を確 保 し て ゆ く た め に は い く つ か 成 さ ね ば な ら な い こ と が あ

る が 、 イ メ ー ジ の 扱 い は 広 義 に も 狭 義 に も デ ザ イ ン の 仕 事 で あ り 、 モ ノ の メ タ

フ ィ ジ カ ル な 機 能 が イ メ ー ジ で あ る こ と を 認 識 す る と き 、 視 的 な 文 法 す な わ ち

視 覚 リ テ ラ シ ー(VisualLiteracy)の 開 発 が 切 望 さ れ る の で あ る 。
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